
平野早矢香さん 時吉佑一選手

昨年の10月に芝田選手と練習をしていた時のことです。バック側にキョウヒョウネオ3を
使っていたのですが、落ちるなどのよくわからないミスが多く、ラバーを変えた方がいい
のではないかという話になりました。
女子選手は特にバック対バックの速いラリー展開になることが多いので、バックは攻め
だけでなくコントロールの要素も大事になります。
そこで8-80に変えたところ安定感が増し、1月の全日本選手権でもベスト8に入ることが
できました。
これは本人の声ですが、「コントロールがしやすくなって、総合的にいろいろな技術が
やりやすくなった。ネットミスが少なくなった」と言っていました。

ボールを強めにしっかりと当てないと飛んでいかない
ので、ある程度パワーがないと質の高いボールを出すのが
難しいという印象があります。軽く当てたり、薄く当てすぎる
と、ボールを掴めずに落ちてしまうこともあります。

展示会2日目は新製品「キョウヒョウ8-80/キョウヒョウ8-80パワー」をテーマに、
キョウヒョウユーザーの平野早矢香さん、時吉佑一選手をゲストに迎えてトーク＆体験イベントを実施しました。

その内容の一部をお届けします。

「コントロールしやすくなって、ネットミスが少なくなった」

これまで高弾性ラバーを使用していた人で、より回転を求める人。キョウヒョウに興味があったけれど、扱うのが難しいな…と、
断念していた方にオススメです。また、フォームを大きく変えることなく使えると思いますし、パワーがない人でも扱えると思います。
中国トップクラスの選手は両面キョウヒョウを使う選手も増えています。そこに一歩近づけるラバーです！

“バックのキョウヒョウ”を叶える無限大ラバー

ゲスト : （ミキハウス） （Table Tennis GYM La VIES）

少ない力でも食い込ませて打球できる弾力性を重視した
キョウヒョウ8-80にアクティブチャージ(AC)を内蔵するこ
とで、反発力に優れたキョウヒョウが誕生しました。
キョウヒョウ特有の回転力を維持しながら、パワー＋スピー
ドあるドライブを可能にするため、バック面でも実力を発揮
します。

8-80＋パワーで

さらなるスピードを

キョウヒョウ8-80パワー

弾力性を重視したシートとスポンジは、少ない力でも食い
込ませて打球できるため、キョウヒョウ特有の粘着性能を
維持しながら、スピードドライブが可能に。
比較的難しいとされていたバック面でも実力を発揮します。
「扱いづらい」を覆す、キョウヒョウの無限大の可能性を
体感してみてください。
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従来 どう違う

キョウヒョウ入門に最適。
すごく飛んで8-80よりも、より深くボールが入ります。
弾く技術もやりやすい！

キョウヒョウ特有のズシッと重いボールが出せながらも、
高弾性ラバーのように前に振って飛ばすことができます。
ボールの掴みと弾み、ラバーの力でグッと前に飛んで行って
くれるのが、従来のキョウヒョウとは違うところです。
扱いやすいので、バックにも使用できますね。

平野さん談

従来のキョウヒョウ ある程度パワーがないと難しい…

8-80パワー キョウヒョウ入門に！！

ドライブや台上処理など回転系の技術が◎
思い切り当てても先にボールが飛んでいかない感じが
キョウヒョウらしく、安心感があります。

8-80 より回転を求めるなら！

高弾性→キョウヒョウにチャレンジしたい人へ！！


